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全国大学生協連より2つの報告を行います
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概要

例年は

9月上旬 ３泊４日 沖縄県南部

参加者：100名程度（全国から集まります）

主催：全国大学生活協同組合連合会

内容：

沖縄戦の歴史

現在（戦後）の沖縄で起こっている基地問題

全国の仲間と交流
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概要

■2020年度実行委員会

実行委員長：全国大学生協連執行役員・全国学生委員

事務局次長：九州工業大学４年/九州ブロック学生事務局

企画局長：琉球大学３年生

実行委員：琉球大学１年生〜４年生 8名

全11名

琉球大学生協の組合員（主に学生）が作っている！
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概要

■獲得目標

①組合員が多角的・多面的にみることを通じて今まで自
分が持っていなかった視点に気づく。

②組合員が今社会で起きていることに対して自分なりの
意見を持つ。
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では、20年度は。

3月上旬に実行委員会でキックオフ会議

しかし、新型コロナウイルス流行により現地開催の中止
を決断。

→実行委員会にて

「どんな形でもいいから伝えたい！」

「沖縄で平和を考えるきっかけにしてほしい」
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そこでの代替案として

■冊子と動画の配信
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位置付け

✓誰でも冊子を使って学ぶことができるため、現在の組合員だ
けではなく、未来の組合員も沖縄戦や基地問題を学ぶための
資料として残すことができる点。

✓冊子と動画での提供は、参加人数に限りがないので、より多
くの組合員に届けることができる点。

✓冊子だけでなく動画も使うことにより、実際にＦＷに行く体
験に近い状態の学びを提供することができる点。

以上の理由から冊子と動画の配信を決めました。



Copyright © 2018 National Federation of University Co-operative Associations All Right Reserved.

内容
■冊子

【沖縄戦前】

沖縄戦前の沖縄と日本の教育・沖縄戦に至るまでの各国の外交過程

【沖縄戦中】

首里城陥落までの戦い・沖縄本島南部での戦い・組織的戦闘の終了から降伏文書調印ま
で・軍隊の恐ろしさ

【沖縄戦後】

本土復帰までの流れ・沖縄県民から見た本土復帰までの流れ

【現在】

米軍の犯罪・移設問題・騒音問題・琉米文化
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内容

■動画

✓首里城

✓轟豪

✓クリアゾーン
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工夫した点

•初めて学習する人でもわかりやすく！

•冊子だけではイメージが湧きにくいところは動画も合わ
せて活用することで実際に自分の目で見ることができ
る！
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まとめると

✓コロナ禍で現地での開催はできませんでした。

✓しかし、現地の実行委員の伝えたい想い。

✓現地開催では伝えることができない人にも伝えること
ができた。
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全国大学生協連

「戦後75年企画」について

全国大学生活協同組合連合会
全国学生委員会

連絡先：nfuca-gakusei@univ.coop
2021.03.26 ピースアクション Okinawa

mailto:nfuca-gakusei@univ.coop
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1. 戦後75年企画の背景



企画趣旨について
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1945年第二次世界大戦終戦から、75年となる2020年。
大学生協にとって2020年は、より多くの人とともに「平和」
について考える1年にできないかと考えています。

大学生協の平和活動は、第2次世界大戦における「学徒出
陣」への反省から、「平和の実現のために何ができるか知り・
知らせ・考え・話し合い・行動する」活動を進めてきました。特
に、1981年から開始した体験型平和学習PeaceNow!は、
累計4,000人以上が参加し、多くの若者にとって平和と向き
合う機会になっています。

「戦後75年」は、NPT再検討会議やヒバクシャ国際署名最終
年という“節目”の年であります。そして、証言者の生の声を
聞ける「最後の世代」として、学び・考え・行動するときです。

ナショナリズムの台頭・不寛容な国際社会の中で、若者の声
と考えは、世の中を、世界を動かす力を持っています。より多
くの学生とともに、「平和」の問題を学生らしく多角的に捉え
るムーブメントを起こすため、本企画を提案いたします。



企画趣旨について

2020年
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戦後75年

NPT再検討会議

新時代の平和活動

学生・若い世代が
伝える側へ

国際社会の
動向に注目！

Web・SNSを
活用して実施

Beforeコロナ下での
企画趣旨の検討



生協代表団のこれまでの経過

• 第1回国連軍縮特別総会

(SSDⅠ) 1978年5月

✓日本のNGOの一員として参加。

➡統一代表団のうち、

生協代表として27名が参加。

✓「核兵器完全禁止を求める署名」

➡署名総数約1,900万筆。

➡うち135生協112満筆が

生協関連からの署名提出。
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核兵器完全禁止を目指して多国間協議
で軍縮を進める会議としては初めて



生協代表団のこれまでの経過

• 第2回国連軍縮特別総会(SSDⅡ) 1982年6月

✓日本生協連代表団：200名(137会員・団体)

✓署名382万筆・折り鶴60万羽を携えて参加

✓NYでの「100万人平和行進」参加

✓カンパ活動も行い、海外16の
協同組合に「原爆写真パネル」進呈
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米ソの核軍拡競争の中で、ヨーロッパ
中心に反核運動が盛り上がり開催へ。
実行のある成果は見えづらいものに。



2020年NPT再検討会議は延期に…
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2020年3月16日 毎日新聞より

2020年3月28日 時事通信社より



「戦後75年企画」におけるテーマを設定！
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知り・知らせ・考え・話し合い・行動する

一緒に頑張る・考える仲間を増やす

学生らしくアカデミックに・多角的に

大学生協の平和活動は、まず「知る」ところからスタートします。
学んだことを周りに伝え、一緒に考えて、「微力でも私たちに
できることは何か？」考えながら行動していきます。

大学という学術機関にある生活協同組合として、様々な視
点・視野をお持ちの教職員と一緒に学びます。また、証言者の
方からお話を伺う中で、多角的に平和について考えます。

「戦後75年企画」は、一人が頑張るのではなく、一緒に頑張る
仲間を増やすことを大切にします。一緒に平和活動を取り組
む仲間、様々な視点から平和を考える仲間を探します。より多
くの人と「平和」が生活の基盤であることを再確認します。



2020年、コロナ禍で「戦後75年企画」は…

オンラインを活用し、“つながり”を生み出す平和運動
若い世代同士の頑張りをつなぎ、新しいスタイルの平和運動を実現する！
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オンラインの
会議ツール
(zoom)を
活用して、
遠隔地からも
「つながる」

地域生協の
組合員とも
一緒に平和を
考えて、

一緒に行動する
仲間を増やす

若者が中心に
積極的に
平和活動を
拡げている
諸団体と
「つながる」

大学生協が
大切にしている
“自分たちの手で
民主的な意思
決定ができる
社会をつくる”
仲間を広げる
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2. 「戦後75年」企画の内容



「戦後75年企画」では3つの取り組みを実施
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① ② ③

平和の実現の
様々な担い手と
オンラインで
「つながる」

SNSやWebを
活用して

様々な平和の
想いを発信する

オンライン
ワカモノNPT
再検討会議で
国際社会を学ぶ



①平和の担い手とオンラインで「つながる」

• 平和の実現を願い行動する人たちとオンラインで
つながるための「オンラインミーティング」を開催。

• インターネットで頑張る若者同士がつながり・考える！
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広島県生協連
高田専務理事

「ハチドリ舎」
瀬戸麻由さん

崇徳高等学校3年生
新聞部 高垣慶太さん

東友会名誉会長
大岩 孝平さん

カクワカ広島
田中 美穂さん

Action! for Peace

中村 園実さん
長崎ユース代表団

光岡 華子さん

議員ウォッチ
高橋 悠太さん・内藤 百合子さん



①平和の担い手とオンラインで「つながる」
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第1回 「キックオフ&NPT再検討会議を知る」 2020.05.06



①平和の担い手とオンラインで「つながる」
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第2回 「平和×ワカモノ」今だから！ワカモノだから！できること 2020.06.09



①平和の担い手とオンラインで「つながる」
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第3回 「戦後75年の夏」戦後75年の夏、いま改めて考えよう！ 2020.07.26



①平和の担い手とオンラインで「つながる」
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第4回 「ワカモノの力、再確認！」 2020.09.25



①平和の担い手とオンラインで「つながる」
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第5回 「核兵器廃絶×ワカモノ」核兵器禁止条約発効に向けて 2020.11.09



①平和の担い手とオンラインで「つながる」
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第5回 「核兵器廃絶×ワカモノ」核兵器禁止条約発効に向けて 2020.11.09



②Web・SNSを活用した「平和」の発信

• 全国大学生協連ホームページに戦後75年特設サイト
を設置し、平和への様々な想いを発信しています。

• Twitter・Instagramを活用し、「#未来へのバトン」
企画を展開。学生のリアルな平和な想いを伝えました。
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②Web・SNSを活用した「平和」の発信

「未来と向き合い平和について考える」

大学生協の戦後75年・平和活動特設サイト
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②Web・SNSを活用した「平和」の発信

33



②Web・SNSを活用した「平和」の発信
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SNSを活用して個々人の

平和への想いをアウトプット！

「#未来へのバトン」



②Web・SNSを活用した「平和」の発信
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「#未来へのバトン」

2020.06.01～8.15

75人の平和への想いを発信



③ワカモノNPT再検討会議のオンライン開催

• 2021年2月27日(土)に「ワカモノNPT再検討会
議」をオンラインで開催しました。

• NPT再検討会議代表派遣予定の学生が実行委員と
なり企画作りを進めました。実行委員会には、ハチド
リ舎の安彦さんにお越しいただきました。
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• 企画当日は、平和運動家のスティーブン・リーパーさんと長崎大学
核兵器廃絶センターの中村桂子さんにご講演をいただきました。



③ワカモノNPT再検討会議のオンライン開催

1. 核兵器廃絶をめぐる情勢や世界の動きをアカデミックに理解し、
核兵器廃絶を実現するための行動を考える。

2. 全国で平和活動に取り組む大学生・若い世代が交流し、全国で頑
張る仲間の存在を認識する。

3. 全国の生協運動に関わる若い世代を中心に、核兵器廃絶や平和
の実現のためにできることを考え、全国の大学生協や地域購買
生協において平和活動をより一層発展させる機運を高める。
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③ワカモノNPT再検討会議のオンライン開催

専門家の目線から、核廃絶のアプローチについて学術的に知る
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生協の活動は

平和文化を作っている。

その中での大学生・若い世代の
活躍は重要。

平和運動に取り組んでいると、
自分たちが少数派のように
思ってしまう場面はある。

それでも、世界全体でみると、

私たちは多数派なんだ！



③ワカモノNPT再検討会議のオンライン開催

参加者の感想より…
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• リーダーを動かすのは自分たちなんだということを再認識する
時間となりました。

• 大変厳しい言葉でしたが、私たちに「無関心な人」への働きかけ
を頑張りなさいとのメッセージだと思いました。

• 一番印象的だったのは、核廃絶はすぐに解決する問題であると、
人間が、考えないといけない問題はたくさんある中で、持たな
いことを選択できる社会にしないといけないと思いました。

• 私たちは唯一の被爆国であり、核の傘の下の国であるという
立場がありながらも、その立場に囚われすぎることなく、自分
たちがどういう未来を作っていきたいか、どうあるべきかを
考えていくことが大切だと感じました。

• 新しい常識を世界で作る、という気概を持って若者が平和活
動に臨めるような場づくりを大学生協がやっていくべき。

• 人類がどのような世界に住みたいのかを考えながら一つひと
つ考えながら行動することが平和の入り口かと思いました。



③ワカモノNPT再検討会議のオンライン開催

5か国の外交官になりきり、核廃絶に向けての

各国の主張をまとめロールプレイ！たった5か国でも難しい…💦
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③ワカモノNPT再検討会議のオンライン開催

5か国の外交官になりきり、核廃絶に向けての

各国の主張をまとめロールプレイ！たった5か国でも難しい…💦
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③ワカモノNPT再検討会議のオンライン開催
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5か国でも文化・社会・国民の受け止めが異なる…

これが200か国以上の国際社会になると簡単ではない…だけど！

• 各国の主張を聞き、5か国でもこんなに合意をとることが難しいのかと感じまし
た。また、それぞれの国の主張を理解するには、文化の違い、価値観の違い、宗教
や政治の違いなど、たくさん考えないといけないことが分かりました。

• ワークショップを通じて、今まで私は日本人としての視点からものごとを考えて
いたなと思いました。それぞれの国にはそれぞれの主張があり、それがだめだと
いうのではなく、各国が協力して核をなくすんだという動きが大切だと思います。

• 核廃絶を実現するためには複雑な事情が絡んでいることを他の人のお話を聞い
て知ることができました。その上で国のリーダーが本当にやりたいことはなんな
のかを考える必要があることを学びました。



頑張るワカモノ世代にもクローズアップ！
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上智大学2年生(長崎県：活水高校出身)

「議員ウォッチ」などの団体に所属し、核廃絶に取り組む！

中村 涼香さんに聞く、平和の実現に向けての行動の秘訣！

※参加者の皆様にYouTube動画を共有。

まず飛び込んでみる
勇気が大事！

「やりたい」
「ついていきたい」と
思える人との
つながりが大事



「戦後75年企画」での3つの取り組みから…

44

① ② ③

平和の実現の
様々な担い手と
オンラインで
「つながる」

SNSやWebを
活用して

様々な平和の
想いを発信する

オンライン
ワカモノNPT
再検討会議で
国際社会を学ぶ



「戦後75年企画」を通じて見えてきたこと①
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コロナ禍に負けず、つながることの重要性
➡全国の大学生が、場所を超えて定期的につながる
➡様々な形で平和活動に取り組む学生同士がつながる

「平和」への想いを、アウトプット・発信し続ける重要性
➡コロナ禍で、input/output双方の機会が減少した
➡その中でも、Webを活用して発信できる場を

つくることが、自分なりに平和を考える機会に！

アカデミックに学び・考え・実践していく重要性
➡大学生らしく国際情勢をアカデミックに分析する
➡その中で見えてくる「私の第一歩」が大事！
(国際社会の課題解決と自分の行動がつながってる！)



「戦後75年企画」を通じて見えてきたこと②
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• 同世代(=若者世代)の頑張りは刺激に！
…「自分にできることありそう！」という感覚が大事。

• ゲストスピーカーへの質疑応答・感想を伝える
タイムを取ることが「新たな気づき」につながる

…「こんな考え方もるのか！」という発見を生み出す。

• アウトプットは様々な形で！
e.x. 質疑応答&感想交流・ブレイクアウトセッション・

アンケート(感想文)・フリップでの行動宣言
…自分なりに想いを言葉にすることが大事！

• アウトプットの方法は工夫が必要！
アンケートでは「もっとアウトプットをしたい」という
声がたくさん出てきている。
➡時間は想定よりも多めにとった方が望ましい！
➡オンラインならではの方法の工夫も必要？
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3. 2021年に向けての展望



若い世代の取り組みが注目された2020年！
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デジタルネイティブ世代のワカモノが
オンラインでの平和活動の可能性を切り拓いた1年
(※大学生協での取り組みに限らず、様々な形で若い世代がオンラインの可能性を切り拓いた！)



大学生協の姿勢は…オンラインでも変わらない！
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知り 知らせ 話し合い 行動する考え

まずは知ることからスタートしよう！

仲間に伝え、考え、話し合おう。

対話をしてできることを
考えよう。



大学生協の平和活動の広がりはこれから…
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大学生協の平和運動

Peace Now! プロジェクト

大学の中の協同組合として大学の構成員とともに！

大学の教員・職員とともに
アカデミックに平和を考える

様々なアプローチで平和の
実現を目指す学生とともに

地域の中で平和の実現を目指すステークホルダーの一つとして！

若い世代とつながる
大学生協の“強み”

地域購買生協の
皆さんと一緒に！

地域の様々な平和団体
と一緒にできること



大学生協の平和活動の広がりはこれから…

• 大学生協の平和活動の基本軸は変わらない！
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• 様々な形で、平和活動の「広がり」を作っていく！

知り・知らせ・考え・話し合い・行動する

一緒に頑張る・考える仲間を増やす

学生らしくアカデミックに・多角的に

➡大学の教員とのつながりや大学生同士のつながり強化

➡平和活動に取り組む若者同士のネットワークを強化

➡地域生協の皆様とも一緒に平和活動を広げましょう！
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全国大学生協連より2つの報告は以上です。


